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「 5 月のでき:—どコ

1日

2日

5日

9日

l l日

゜
L) 

ち

ら

か

ら

一お
願

Vヽ

し

ま

す

L 

と

、つ

、過一し＞

票

1 3日

1 6日

1 8日

2 1日

2 8日

] l 

部別＼＼正副別］部 会

:|―民生児童委員協議会長

宮武熊

玩 PTA連合会副会長
＇（予子林校 PTA会長）

横田方

部落長予子林地区代表

二宮丙

長

香川

民生

防 犯

愛護班研修会

大洲・晋多しいたけ共進会

子供の日

道路愛談デー

民生委員会

肱川支部交安協会総会。法令講習会

社会福祉協議会

社協青少年児童部会

社協保健衛生部会

春の大掃除

定例部落長会

消防団，分団長会

部

青少年児童部会

保健衛生部会

部 会
消 防 団

長

丸

民
協
会
長

社
会
福
祉
協
議
会
は
本
年
度
よ
り
機
け
一
世
帯
三
万
円
以
内
の
貸
付
業
務
消
防
団
長

構

を

改

組

し

、

新

役

員

を

決

め

、

住

民

を

閲

始

し

た

。

小

中

学

校

長

会

長

の
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
強
力
に
事
業
．
二
、
子
供
の
し
あ
わ
せ
を
守
る
運
動
の
監
事

た

°

[

推

進

。

五

六

同

募

金

会

長

り
推
進
を
す
る
こ
と
に
し

特

長

は

町

内

福

祉

に

閾

係

の

あ

る

機

愛

殺

班

活

動

を

援

助

し

暖

か

い

家

老

人

ク

ラ

フ

関
r

団
体
全
部
が
会
員
と
な
っ
て
そ
の
庭
づ
く
り
運
動
を
惟
進
し
、
子
供
の

団
体
を
専
門
別
に
分
け
四
部
会
（
民
生
、
．
健
全
育
成
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
対
策

青
少
年
児
童
、
保
健
衛
生
、
防
犯
＇
）
の
、
を
惟
進
す
る
。

各
部
を
設
け
町
内
の
福
祉
に
関
す
る
二
三
、
健
康
を
守
る
運
動
の
推
進

ー
ド
を
専
門
部
会
で
連
絡
調
整
を
図
り
、
．
住
民
了
八
一
人
が
健
康
と
衛
生
に

適
切
且
つ
強
力
に
実
践
活
動
を
惟
進
し
[
関
心
を
も
つ
よ
う
努
力
対
策
を
図
り
ヽ

[
新
た
に
関
始
し
た
衛
生
出
張
相
談
所

て
行
く
こ
と
に
し
た
。

．
の
運
営
推
進
を
図
る
。

※
活
動
の
重
点
実
施
事
項

一
、
低
所
得
者
対
策
の
強
化
推
進
二
四
、
交
通
事
故
、
不
慮
の
事
故
防
止
対

．
策
運
動
の
推
進
。

心
配
ご
と
相
談
所
の
運
営
を
強
化
[

し

問

題

解

決

を

図

る

。

[

(

新

役

員

は

次

の

通

り

）

本
年
度
よ
り
小
口
貸
付
制
度
を
設
~

之

夫

亀久次郎

肱川土場木材相場表

谷

本

恒

雄

上

岡

茂

夫

新

年

度

事

業

計

画

等

き

ま

る

社

協

総

会

終

大分

る相場

1．入札の月日

2.入札の箱数

3．価格

(K当り）

林山
内

義
一幸

乾しいたけ相場表

くしいたけ共同販売所に於け

6月8日

1,500箱 28,731kg 

高値'-、香信 2,550円l 、̀ノコ 2,160 

平均 1,659 

安値 1,000 

4概 要次回市 6月21日

叩兄はいぜん横ばい
セロ（極上） 2,500円
ウスモノ混り 2,000円前後

並 1,800円～ 2,000円
ドソコ（天白混り） 2，000~ 2; 100円

上ドソコ 1,800 ""'1, 900円
ジャミ (6分下） 1,000円

6分上 1,200,__, 1, 300円

{
¥
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交 P 部町理婦公副会Iil庫ゾ
通 T 落議 人民会
安 A 長会事会館長長， Vヽ
全連中文 長長
推合央化
進会地委
協長区員
議代長
会表
香長
坂川宮池 和岩岩
本亀武田 気田田
久萬 横
邦次熊千 千清太
住郎丸雄 秋茂郎

る

本
年
肱
川
町
に
お
け
る
三
月
よ
り
五
留
意
事
項
を
次
に
記
載
し
ま
す
か
ら
参

月
間
の
降
水
量
（
鹿
野
川
ダ
ム
管
理
事
考
に
し
て
、
良
い
管
理
を
し
て
廣
社
リ
率

務
所
調
）
は
、
昨
年
同
期
に
比
較
す
る
を
向
上
さ
せ
て
下
さ
い
。

喜

一

五

伶

の

僅

少

に

し

て

、

椎

茸

種

菌

．

林

業

改

良

指

導

員

応
活
着
、
伸
び
の
状
熊
が
不
良
で
あ
り

9-、
笠
木
を
厚
目
に
か
け
る
。
と
く
に

王

す
0

:
日
覆
い
巾
を
広
く
す
る
。

~
さ
ら
に
、
長
期
予
報
に
よ
り
ま
し
て
~
一
、
水
の
便
の
良
い
所
は
散
水
す
る
。

ら
、
今
後
干
害
が
憂
慮
さ
れ
ま
す
の
で
、
（
夕
方
充
分
に
水
を
か
け
る
。
）

干
ば
つ
に
備
え
て
椎
茸
の
管
理
に
つ
き
、
但
し
散
水
量
が
不
足
し
ま
す
と
逆
効

辛
琴 だ よ り

干
ば
つ
に
備
え
て
の
し
い
た
け
管
理

J

ヽ

、

太

年

ま

か

す

,
9
,
＇-！,＇

i
,
J
I
'
＼,、
,
'
・
,
1
1
r
,
r
i量"

椎

野

筆

清

人

⇔ー^．．

¥ 

程 度

土
地
接
し
て
適
宜
本
伏

＇
ヽ

と乞直芯ヽ

•
一
、庇

「

のコ

．
死
滅
さ
せ
る
。

[） 

＇
•
一
、
種
菌
の
接
話
＞

は
、
活
着
、
伸
び
か
不
良
で
す
か
ら

相
当
量
の
降
雨
が
あ
る
ま
で
は
と
く

．
に
防
乾
す
る
。

，
山
種
菌
の
接
種
後
仮
状
（
棒
積
）
し
て

•
い
る
も
の
は
今
後
の
降
雨
を
ま
っ
て

[
椎
茸
菌
の
活
着
を
確
認
し
て
か
ら
本

[
伏
に
す
る
こ
と
。

切
本
伏
の
終
っ
て
い
る
も
の
は
、
推
茸

．
菌
の
活
着
、
伸
び
具
合
の
点
検
を
暫

[
に
お
こ
な
い
、
適
湿
に
近
づ
け
た
（

[
前
記
の
留
意
事
項
）
の
処
置
を
行
な

゜

•
う
。
・

切
接
地
伏
せ
、

を
す
る
。
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口

胆

石

症

郵

便

番

号

を

必

ず

書

き

ま

し

と

発

作

ょ

う

, i 

／クI
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胆
の
う
の
中
に
石
の
よ
う
な
も
の
が
ん
。

で
き
る
病
気
で
、
男
性
よ
り
女
性
に
多
[
胆
石
症
の
発
作
は
ヽ
突
然
に
ぉ
こ
る

く
、
中
年
以
後
の
人
は
十
五
人
に
一
人
：
強
い
痛
み
で
、
吐
き
気
、
お
う
吐
を
と

く
ら
い
の
割
で
胆
石
を
も
っ
て
い
る
と
•
も
な
う
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
~

い

わ

れ

て

い

ま

す

。

．

い

ま

ま

で

に

発

作

を

お

こ

し

た

こ

と

[

し
か
し
、
石
を
も
っ
て
い
る
人
が
全
二
か
あ
る
人
は
、
将
来
の
発
作
を
予
防
す
[

部
発
作
を
お
こ
す
わ
け
で
は
な
く
、
胃
：
る
た
め
に
油
こ
い
い
食
品
、
食
べ
す
ぎ
、
~

の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
な
ど
で
偶
然
に
胆
〗
過
労
、
長
距
離
の
旅
行
、
酒
や
冷
た
い
~

石
を
発
見
さ
れ
て
い
な
が
ら
一
生
痛
み
，
の
み
も
の
を
さ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
．

を
経
験
し
な
い
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
い
く
度
も
発
作
が
お
き
る
な
ら
ば
、

そ
す
。

ぃ
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
役
場

・
~
受
け
て
見
よ
う
／
．

~
~
,
B
t
\

，
、
＇
‘

に
用
紙
を
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
が
、

・

県

警

察

官

;
＜
わ
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
、
疑
問

~
ど
主
人
が
会
社
や
官
庁
に
勤
め
て
い
~
す
。
ピ
思
わ
れ
る
方
は
、
町
役
場
．
社
会
保

採

用

試

験

＇

．．． 

千
、
ブ
、

1

、
「

9

：
る
家
庭
の
央
さ
ん
は
、
ご
主
人
が
加
入
i

し
か
し
、
央
さ
ん
自
身
の
年
金
が
受
五
医
事
務
所
（
松
山
市
、
今
治
市
．
宇
和

‘
,
．
締
切
り
七
月
十
日
~
．
 

．
 し
て
い
る
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
年
’
け
ら
れ
る
と
し
た
ら
．
毛
後
の
生
活
は
、
直
8

市
）
ま
た
は
県
の
国
民
年
金
課
へ
お

二
十
六
オ
未
満
の
方
口

く
わ
し
く
は
警
察
へ
口

皆
さ
ん
か
ら
差
出
さ
れ
る
郵
便
物
は
疇
ぃ
で
す
。

最
近
日
を
追
っ
て
激
増
し
て
お
り
ま
す
~
も
し
、
番
号
薄
を
受
け
取
り
に
な
っ
．
~
・
~
：
金
に
よ
っ
て
喩
一
応
保
障
さ
れ
て
い
ま
[
よ
り
安
定
し
た
も
の
と
な
る
に
逃
い
ぁ
こ
生
っ
ね
下
さ
い

o

... ，
 ..
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 ,
 
.................•. 

、．

••••••••• 

巫
郵
政
省
で
は
こ
の
郵
便
物
が
間
追
[
て
い
な
い
方
は

o

肱
川
局
に
ぉ
申
し
出
~
[
り
ま
せ
ん

o

凸
罰
叫
団
印
｀
日
〗
旦
口
／
已
¢

□
:
／
罰
叫
間
喜□
[
[
口
い

つ
け
て
皆
さ
ん
が
差
出
さ
れ
る
郵
便
襄
続
け
字
は
書
か
な
い
様
に
し
て
下
さ
い
。
~
こ
と
し
も
ま
た
水
に
親
し
む
季
節
が
．
．
、
・
年
金
は
、
何
の
年
金
制
度
に
も
加
入
し
と
こ
る
を
強
く
し
ば
る
。

冒
[
[
〗
冒
表
裏

L
"
[
[

〗
冒□0口□こ
〔
二
冒
〗
冨
閂
[
[
国
〗
〗

[
[
O
[

番
号
簿
』
を
く
は
り
ま
し
た
が
、
御
面
．
昨
年
の
夏
に
は
｀
三
十
一
人
の
子
ど
•
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
と
匂
単
に
・

，
望
い
屡
①
応
竺

到

で

も

七

月

一

日

か

ら

は

こ

れ

を

見

て

、

．

も

が

水

の

事

故

で

死

亡

し

て

お

り

、

そ

゜

0

幼
児
が
一
人
歩
き
し
て
．
海
や
川
、
老
後
の
年
金
は
か
り
で
な
く
、
本
人
が

必

ず

御

記

入

の

う

え

差

出

さ

れ

る

様

お

[

の

ほ

と

ん

ど

が

幼

児

と

小

学

生

で

す

o

池

咽

氾

誓

唸

尻

事

故

に

よ

る

負

傷

や

病

気

に

か

か

；

ぉ

知

ら

せ

．
ま
た
場
所
別
で
は
、
海
十
六
人
、
川
六

0

幼
児
た
ち
だ
け
で
水
辺
で
遊
ん
で
い
．
場
合
は
、
現
在
の
年
金
額
で
六
万
円
か
[

願
い
し
ま
す
。

こ

の

こ

と

は

、

皆

さ

ん

の

郵

便

物

が

人

、

池

四

人

、

貯

す

い

そ

う

二

人

、

そ

[

る

う

ち

に

、

足

を

す

べ

ら

せ

て

落

ち

ら

七

万

二

千

円

の

障

害

年

釜

が

で

き

る

[

乳

児

健

康

相

談

よ

り

早

く

、

よ

り

正

確

に

配

達

さ

れ

る

．

．

の

他

―

-

l

人

と

な

っ

て

お

り

、

海

で

の

転

．

込

ん

だ

。

ほ

か

層

ご

主

人

が

死

亡

し

て

、

十

八

才

]

‘

と

き

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
よ
る
し
<
[
落
や
水
泳
中
の
事
故
に
よ
る
も
の
が
半
．

0

水
泳
中
深
み
に
入
っ
て
お
ぽ
れ
た
。
．
未
滴
の
子
ど
も
と
生
活
す
る
よ
う
に
な
~
七
月
十
八
日

威
を
占
め
て
い
ま
す
。
乙
◎
事
故
を
な
く
す
る
た
め
に
」
れ
ば
、
五
万
五
千
二
百
円
以
上
の
母
子
~
二
、
と
こ
る

御
協
力
下
さ
い
。

雙
当
局
の
番
号
は

7
9
7

ー

1
5

ぃ

{
3
事
故
の
お
も
な
原
因
は

;
u
雨
上
り
の
川
や
池
に
は
子
ど
も
を
絶
」
年
金
が
で
き
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
の
~
町
役
場
隋
上

自
心
い
き
っ
て
手
術
を
し
て
し
ま
っ
た
ほ
~
対
に
近
づ
か
せ
な
い
。
魚
と
り
な
ど
二
所
褥
保
障
が
行
な
わ
れ
る
仕
組
み
に
な
~
妊
婦
検
診

~
一
涵
と
き

;
う
が
安
全
で
す
。

i

は
川
岸
が
ゆ
る
ん
で
い
る
の
で
と
く
~
っ
て
い
ま
す
。
＇

~
胆
石
が
あ
る
と
細
菌
の
感
染
を
招
き
、
~
に
注
意
す
る
。
~
ま
た
、
結
婚
な
ど
で
、
会
社
勤
め
を
~
七
月
一
干
六
日

胆
の
う
炎
や
胆
管
炎
を
お
こ
し
や
す
く
ぃ

i
0幼
児
や
小
学
生
の
水
遊
び
や
水
泳
に
~
や
め
る
女
性
は
、
厚
生
年
金
も
や
め
る
~
二
、
と
こ
る

玉
た
将
来
、
胆
の
う
ガ
ン
を
お
こ
す
可
[
は
必
ず
お
と
な
が
つ
き
そ
つ
て
行
v
[

わ
け
で
す
が
ヽ
そ
の
時
に
ヽ
国
民
年
金
~
町
役
場
階
上

〗
能
性
も
あ
る
か
ら
で
す
。
~
よ
う
に
す
る
り
こ
に
加
入
し
ま
す
と
、
厚
生
年
金
と
国
民
~

；
二
盆
か
に
適
さ
な
い
場
所
や
危
険
な
区
二
午
金
の
期
間
を
合
わ
せ
た
通
算
年
金
と
~

ぃ
域
は
、
立
札
や
標
識
曹
さ
く
、
ふ
た

□
い
う
便
利
な
制
度
も
あ
り
ま
す
。
~

な
ど
も
設
け

i
簿
子
ど
も
た
ち
に
知
ら
せ
~
国
民
年
金
の
利
点
を
も
う
一
つ
あ
げ
~

ぢ
。
ぃ
ま
す
と
、
加
入
す
れ
は
保
険
料
を
納
め
~

~
以
上
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
保
設
：
る
わ
け
で
す
が
、
と
本
人
が
納
め
る
保
[

屠
は
も
ち
る
ん
、
一
般
の
か
た
も
充
分
五
険
料
（
三
四
オ
ま
で
二
百
円
、
、
一
＿
＿
六
オ
~

五
意
し
ま
し
ょ
う
。
~
か
ら
二
百
五
十
円
）
の
半
額
を
国
が
負
~

五
1
し
て
、
本
人
の
納
め
る
額
の
一
•
五
[

．
倍
を
積
み
立
て
ま
す
。
こ
の
点
も
有
利
~

肱

七
月
か
ら
実
施
の
”
郵
便
番
号
”

l i l 

郵

便

局

家

庭

の主婦にも年金を

［ 火
生 災
の を
場

吟，す合 な
ぐは しく
悶 よ し
場 う まヘ
／ 

午
后
一
時
ー
＝
一
時

午
后
一
時
ー
＝
一
時


